
吟行火　自然雪片と情報収見システム

北 口|レ目角情桃システム
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予測結果をもとに，過去の水害地図を利用し

て浸水区域の予想を行っている。この他，県

からも防災行政無線（ファクシミリ）を通じ

水防情報が送られてくる。

一方，市民に対する伝達は，双方向CATV

をはじめとする報道機関と市防災行政無線，

広報車，テレホンサービスなどにより行う体

制となっている。

●双方向CATV

一関市におけるＣＡＴＶの基盤は民間の㈱

一関有線テレビの施設である。同社は昭和54

年４月に設立され，56年８月から放送を行っ

ているが，当初から市民のための総合情報シ

ステムとしての役目を果たすことを目的とし

て，自主放送を中心とした地域社会に密着し

た番組提供に努めており，現在，カバーエリ

アは市街地を中心に約１万世帯，加入世帯は

約４千世帯である。

市では北上川水防情報システムを構築する

ため，60年６月市庁舎内にＣＡＴＶケーブル

を引き込んでおり，庁舎内から生放送が出来

るようになっている。

このため，洪水時には，災害対策本部に設

置されたパソコンがテレメータからのデータ

を受信した都度,ＣＡＴＶで市民へ伝達する体

制をとっている。

●市防災行政無線

一関市では昭和58年度に市独白の防災行政

無線を整備した。その構成は，基地局１，車

載局３，車載兼携帯１，携帯８，庁内局７で

あるが，洪水時には，車載局等を巡回広報車

に利用できるため,本部と絶えず連絡をとり，

最新の情報を伝達できる体制である。

●テレホンサービス

北上川の洪水時のテレホンサービスは建設

省岩手工事事務所で行っているが，一関市で

も独自にテレホンサービスを行う体制をとっ

ており，最大３回線まで確保できるようにな

っている。この他，浸水の予想される区域内

の各世帯に対しては，本部から，直接電話に

よる情報提供を行っている。

システムの概要は以上の通りであるが，市

ではシステムの運用を円滑にするため。建設

省との間で「北上川における水文情報提供に

関する覚書」を，又，㈱一関有線テレビとの

間で「北上川水防情報の提供及びテレビ放映

に関する協定」を締結している。

３．台風10号水害（61年８月）の状況

一関市では昨年８月５日から６日にかけ，

台風10号くずれの温帯低気圧がもたらした豪

雨により北上川が氾濫，昭和56年８月以来の

洪水となった。

盛岡地方気象台の調べでは，一関の総雨量

が降り始め（８月４日午後１時）から５日ま

で190ミリに達し，県内各地で200ミリを超す

大雨となった。北上川（狐禅寺）の水位は８

月５日午後３時で警戒水位７ｍを超え，16時

間後の６日午前７時には最高水位9.56m を

記録, 760ヘクタールの田畑が冠水した。

市では，８月５日午前８時30分災害警戒本

部を設置。さらに同午前11時には市長を本部

長とする災害対策本部を設置。防災無線や自

動車によるパトロールで災害情報を収集する

一方，岩手工事事務所から送られる１時間毎

の水位と雨量データを活用，市役所内の仮設

スタジオからはＣＡＴＶを利用して一昼夜放

送した他，対策本部としても４回にわたり北

上川の水位情報を広報車や電話で被害の予想

される地域住民に伝達した。
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北上川水防情報システムは初の稼動であっ

たが，５日午前９時から早くも１時間毎の県

内各地の水位，雨量情報が入り，さらに。岩

手工事事務所の協力により，10時間以上も前

に北上川のピーク（最高水位とその時間帯）

を予測，伝達できたため，市民の間からも高

い評価を受けた。特に，従来の水害時には市

民からの電話による問い合せが殺到したが，

今回はこれが殆んどなかった。

４。今後の課題

今回の水害において水防情報システムが果

した役割は高く評価され，新聞，テレビ等で

も報道された他，各地からの照会や視察が相

次いだ。しかし，今後，改善すべき点も多く

残されており，反省事項としてそれらをまと

めてみたい。

●平常時からの防災教育

警戒水位を超えた等のアナウンスを行った

所，警戒水位の意味がわからない，警戒水位

を超すとどうなるのかといった問い合せがあ

った。市から提供する情報を市民が十分に活

かせるよう平常時からの防災教育を行う必要

がある。

●システムの信頼性の向上

データ受信用のパソコンのバックアップ，

あるいは，電話やＣＡＴＶケーブルの断線，水

没等への対策をとり，災害時に利用するシス

テムとしての信頼性の向上を図る必要があ

る。

●ＣＡＴＶの普及

市民に対する伝達の中心となるＣＡＴＶが

まだ４千世帯しか加入しておらず，これの普

及を促進する必要がある。あわせてＮＨＫ 等

既存のマスメディアを利用できるよう検討す

る必要がある。

●関係機関との連携

市と建設省では洪水後２回，システム運用

についての反省会を開催したが，平常時から

関係機関の連携を密にしておく必要がある。

５．おわりに

一関市では北上川水防情報システムの他，

市内８か所に設置した消防無線広報塔により

サイレン及び災害の告知を遠隔操作で放送す

写真３　仮設スタジオからの放送
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写真１　冠水した田畑（８月６日早朝）

一 一 一
写 真 ２　 デ ー タ 受 信 用 パ ソ コ ン 端 末



る「防災緊急情報システム」が61年９月から

運用を開始。又，気象庁のアメダスの観測デ

ータをデジタル表示盤により市民へ知らせる

「地域気象情報表示システム」も62年３月か

ら運用を開始の予定で，災害に強いまちづく

りに今後も努力していきたいと考えている所

である。

アッヶ－卜調査は，市町村や消防本部の　査資料を全国的に収集するとともに，数多

防災対策を検討するのに極めて有効な方法　くのアンヶ－卜調査を手がけてきた実績が

です。例えば，災害時の防災機関や住民の　あります。私共にご委託願えれば，次のよ

対応に関する調査により，その行動の特徴　うな形で皆様のご要望にお答えすることが

や対応上の問題点が明らかとなり，情報収　できます。

集・伝達や避難等の防災計画の立案に生か　①　調査票の設計

すことができます。また，建物の防火管理　②　集計表の作成

の実態調査により，防火管理指導の留意点　③　集計結果の分析

を明確に知ることができます｡このように， ④　結果の活用方法の提案

アッヶ一卜調査は，利用の仕方によって防　　なお，その他消防防災に関する各種調査

災対策を改善する際のポイントを知ること　研究の委託等についてもご相談させていた

ができます。　　　　　　　　　　　　　　　だいております。

当セッターでは，防災に関する各種の調　　　　　　　　　轍消防科学総合センター

アンヶ 一卜調杳のおすすめ

― 16 ―


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58

